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名称： 株式会社インフォコーパス
(INFOCORPUS Inc.)

住所： 東京都目黒区下目黒三丁目５番１号 梶浦ビル5階
電話： 03-5734-1830
URL： http://www.infocorpus.com/

設立 2013年6月10日
資本金： 41,340千円

ボード： 代表取締役CEO 鈴木 潤一
取締役 COO 紫尾 淳一
取締役 CTO 堀 智之
取締役 青木 智英

事業概要： ・ユニバーサルIoTプラットフォーム
「センサーコーパス」の提供

・IoTシステム構築支援、コンサルティング

会社概要

2

IoT専業ベンダー
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機械と情報の融合を目指す、株式会社インフォコーパス
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OT (Operational Technology) IT (Information Technology)

フィードバック／
フィードフォワード制御

センサープロファイル

エッジコンピューティング

ノイズフィルタリング

クラウド技術

Web/API

NoSQL技術

https/MQTT
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施設・機械・人で使われるセンサーコーパス
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スマートフォン

（BLE）

API

導線

環境

稼働

PLC

ゲートウェイ

施設や機械、ヒトからのデータを別々に管理する個別最適から
全て一元的に管理する全体最適なIoTシステムへ

施設

機械

ヒト 統合IoTプラットフォーム
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IoTプラットフォームが重要なカギを握る

➢ IoTデータマネジメント

➢ IoT情報の補正・制御活用

➢ 増加/拡大への対応（スケールアウト）
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収集 蓄積
整形
変換
集約

可視化
分析

通知
制御

センサー
ゲート

ウェイ

広域

ネット

ワーク

データ活用
(BI/AI)

近距離

ネット

ワーク

IoT

プラットフォーム
可視化、分析、通知、制御

IoTプラットフォームがシステム全体をカバー

IoTで求められる要素技術の多くをIoTプラットフォームがカバー
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IoTのデータライフサイクルマネジメント

➢ IoTのデータライフサイクル（データの収集、蓄積から、可視化、通知、分析、
制御まで）を一貫して取扱うことができます。
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収集

可視化
通知

蓄積

制御

取得データを漏れ
なく確実に格納し
管理

必要とするデータ
を必要なタイミング
で取得

利用者が理解できる
形で可視化、通知

分析

得られたデータを
フィードバックし
機器を制御

適切なアルゴリズム
を用いて分析・評価
を行う

IoTではデータライフサイクルを管理することが重要
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センサーコーパスは必要な機能をワンパッケージで提供

7

個別に作りこむのは非常に大変なIoTプラットフォームの諸機能を
センサーコーパスはパッケージで提供。すぐに利用できる。

個別SIで作りこみ
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IoTクラウド活用事例ご紹介

➢事例①：
クラウドによる、
IoTデータマネジメント＆可視化の価値

➢事例②：
クラウドによるリアルタイム計測・制御

➢事例③：
クラウドとエッジの協働システム
（エッジコンピューティング）
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IoTクラウド活用事例①：ポイント
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IoTデータマネジメント
＆

可視化の価値
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IoTクラウド活用事例①：現場課題

➢ 製造業工場現場のIoT（DX:デジタルトランスフォーメーション）
化に向けた課題

– 工場の装置モニターのみで見れる

• 見難い、使いにくい、現場の人しか見れない

– 計測装置毎に違う

• それぞれ見なければならない

• 視るためのセッティングがそれぞれ必要

– データは見れるけど取得できない

• データを取るのが大変、手作業

• 装置がそもそもデータを取り出せる構造になっていない
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IoTクラウド活用事例①：事例概要

➢ クラウド活用ポイント

– クラウドによるIoTデータマネジメント＆可視化の価値

➢ 導入企業

– 総合商社

➢ ニーズ

– 輸入販売している食品装置の情報を「蓄積」・可視化したい

– 他のセンサーと組み合わて分析したい

➢ 課題

– 装置からどうやってデータを取り出すか分からない

11
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IoTクラウド活用事例①：システム概要

➢ システム構築のポイント

– PLCの格納情報が公開されておらずメーカーに問い合わせな
がらトライアル（リバースエンジニアリング）

– 装置情報に加え、水分や粘度の別検査機の情報をマッシュ
アップ

– SensorCorpus(IoTプラットフォーム)を使う事でデータ蓄
積・可視化は早期実現

• PLCや計測器からの情報取得対応に注力（データが取れればす
ぐ可視化できる）

12
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IoTクラウド活用事例①：効果

➢ 効果
– どこでも誰でも

• 装置の前に張り付いていなくても状況が分かる、事務所の自席で
も分かる、移動中でも確認できる。

• データ活用の発想が広がる、経営層含めた理解が広がる。

– データマネジメントサイクルの確立
• データがいつでもダウンロードできて分析できる。

– 例）食品がより美味しくなるパラメータを模索

– データのマッシュアップ
• 複数装置の情報があわせてまとまって参照できる。

– 短期間での実現スピード
• PLC解析/データ抽出に1ヶ月、クラウド参照は数日で実現。
• IoTでネックとなるセンサーデータ抽出/ゲートウェイ処理に注力
でき、それが完了すれば即可視化できる。
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（ご参考）導入前後
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before after
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IoTクラウド活用事例②：ポイント
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クラウドによる
リアルタイム計測・制御
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IoTクラウド活用事例②：事例概要

➢ クラウド活用ポイント

– クラウドによるリアルタイム計測・制御

➢ 導入企業

– 流量計製造会社

➢ ニーズ

– 流量計の精度検査基盤を構築したい

– 検査のエビデンスとして検査時の流量を記録しておきたい

– 別工場やパートナーにも展開したい（環境に依存しない）

➢ 課題

– いままで紙で回していた運用をクラウド基盤に置き換えられるか？

– クラウドで構築したいがリアルタイム計測する仕組みが実現可能か？

16
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IoTクラウド活用事例②：システム概要

➢ システム構築のポイント

– 流量計測制御用に専用PLCを構築(withパートナー)

– PLCからゲートウェイの通信はスマートホップ(920MHz)を利用

– 流量をリアルタイムに表示して安定したタイミングで計測ボタン
を押す事で、精度検査エビデンスを残せる

– SensorCorpus(IoTプラットフォーム)を使う事で、リアルタイム
計測や制御をスムーズに対応できる

17
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IoTクラウド活用事例②：効果

➢ 効果

– 紙での運用がすべてデジタル化したことで、運用効率アップ
と改善が進展

– パートナーへの展開が容易

– 流量制御等を組み込んだ基盤への発展

18
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IoTクラウド活用事例③：ポイント
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クラウドとエッジの
協働システム

（エッジコンピューティング）
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IoTクラウド活用事例③：事例概要

➢ クラウド活用ポイント

– クラウドとエッジの協働システム（エッジコンピューティング）

➢ 導入企業
– プレス機械総合メンテナンス

➢ ニーズ

– プレス機械の稼働監視基盤を構築したい
• プレス機械の稼働データをすべて蓄積する

• 故障した時の状況把握・原因究明を早期に行いたい

• 故障検知に向けたデータ分析

➢ 課題

– 発生データが大量(加速度センサー等のms周期で発生するセンサー
が多数あり) ※1ms=1/1000秒

– 蓄積コスト、通信量、グラフ表示等のレスポンス、が成立するか？

20
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IoTクラウド活用事例③：システム概要

➢ システム構築のポイント

– 1装置につき、1秒間に1万、1分で60万件以上のデータが随時発生

– PLCとゲートウェイの密連携

– 蓄積場所にクラウドストレージを利用

– クラウドで様々なスケールのグラフを高速レスポンスで描画

– エッジ

• PLCからの連続データ取得

• データのクレンジング・アーカイブ

• アラートチェック

• SensorCorpus,クラウドストレージへの登録

– クラウド

• グラフ参照

• アラート管理

• データマネジメント

• 利用者管理機能

21

クラウドエッジ

プレス装置
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IoTクラウド活用事例③：効果

➢ 効果

– 故障時の原因究明が素早く的確に実施できる

• 工場側は最小限の停止期間で操業再開できる

– 稼働状況・情報をタイムリーに把握できる

• 工場側でも活用

• アラート通知を関係者に即時通知

– 全ての稼働データを記録しており、故障前後の微細な挙動
を発見でき、故障検知への着実な発展を実現できる

• グラフは詳細から広域まで柔軟に参照できる

– スケール：0.5秒、1秒、4秒、1分、1時間、1日、1週間、
4週間

22
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まとめ：IoTとクラウド活用①

➢ データマネジメントと可視化の価値

– どこでも見れる

– データのマッシュアップ

– 横展開容易

– クラウドサービスとの連携(BI/AI等)

– コラボレーション拡大（見れる層の拡大,データ活用の敷居を下げる）

➢ リアルタイム計測・制御

– 計測・制御はクラウドでも十分可能

• クラウドから計測値を参照、記録する計測基盤を実現

– 共通サービスとしてパートナーにも展開できる

➢ クラウドとエッジの協同（エッジコンピューティング）

– エッジとクラウドの役割分担をバランスして実現

• 保存データ容量・場所、通信送受信容量・速度、処理コスト、
レスポンス、性能、セキュリティ、等

23
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まとめ：IoTとクラウド活用②

➢DX（デジタルトランスフォーメーション）で
は、IoTデータをマネジメントする仕組み作り
が極めて重要

– データを正しく扱えないとAI/BIが有効に機能しない

– データマネジメントを掌握する事で様々な発見や拡
張が可能となる

➢そのために、データを素早く蓄積・可視化し、
本来の目的（生産性向上、プロセス改善）に活
かすためにもクラウド＆IoTプラットフォーム
の利用は非常に有効
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➢ 様々なソリューション、センサー、デバイスを選択、接続できる

➢ 小規模なシステムから大規模なシステムに対応（柔軟性、拡張性）

全体最適なIoTシステム：水平型IoTプラットフォーム
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システム横断的なデータプラットフォームをハブ（軸）として
様々なセンサーやアプリケーション（縦）とシステム間（横）をつなぐ

B社 C社 D社 E社A社

O社 P社 Q社 R社 S社 T社 U社

U社T
社

Ｖ社 W社

IoT プラットフォーム

AI BI 分析 制御 業務アプリ

ゲートウェイ ゲートウェイ ゲートウェイ ゲートウェイ ゲートウェイ ゲートウェイ ゲートウェイ

PLC PLC PLC PLC

O社

センサー

Q社

センサー

P社

センサー

S社

センサー

R社

センサー
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SensorCorpus ４つの特長
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オールインワン

➢ デバイス管理、データ管理、

ユーザ管理、可視化、通知、制

御、分析のパッケージ

スモールフットプリント

➢ エッジ側にも組み込める超コン

パクトサイズ

エンタープライズ

➢ 機器制御、フィードバック、外

部システム連携、MQTT通信

クラウドフリー

➢ 稼働環境を選べる

➢ 目的に合わせたサーバ構成

プライベート

クラウド
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インフォコーパスはIoTトータルカンパニー
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センサーから他システムとの連携まで、
お客様のIoTシステム導入/利活用を全面的にサポートします

センサー
ゲート

ウェイ

広域

ネット

ワーク

他システム

との連携

近距離

ネット

ワーク

IoTプラットフォーム

• ゲートウェイ選定支援
• ゲートウェイ調達、設置
• SensorCorpusに接続して
データを格納できる型に整
形して送信するプログラム
の開発

• エッジ／クラウド連携機能
の実装

• SensorCorpus構築
• 各種設定（センサー登録、ゲー
トウェイ登録、閾値設定、ア
ラート設定 等）

• 閲覧画面の作成（カスタマイズ
含む）

• SensorCorpus利用レクチャー

• AIやBIなど、他のアプリ
ケーションとのデータ連携
を支援

• お客様の目的を達成するた
めに求められるセンサー選
定の支援

• 電気工事、機械工事を含ん
だ相談も可能

IoTシステム導入後のアセスメント

IoTシステムコンサルティング

センサー選定、設置支援 エッジ／ゲートウェイ構築 外部 Application 連携データ統合・見える化支援
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